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岐阜県公共図書館協議会活動報告 

 

本協議会では、県内の加盟館が連携し、図書

館活動振興のための各種事業を行っている。 

５月 18 日、県図書館で岐阜県公共図書館長

サミットを開催した。「地域と図書館の可能性

－図書館の役割と活性化の方策を考える－」を

テーマに、内野安彦氏（元長野県塩尻市立図書

館長）を講師に迎え、館長としての責務や使命、

市民との協働に関するこれまでの取り組み、図

書館へ足を運んでいない潜在的な利用者に対

していかに図書館をアピールするかという意

識改革など、実践に基づく具体的な事例ととも

にお話をいただいた。 

 10 月 18 日には、職員研究集会を日本図書館

協会地方講習会と兼ねて開催した。「超高齢社

会と図書館活動」をテーマに、渡辺哲雄氏（日

本福祉大学中央福祉専門学校 専任教員）を

講師に迎え、高齢者を取り巻く社会環境、高齢

者の特性と認知症について、他者とのつながり

が希薄になっている高齢者を支援するために、

図書館として出来ることを伺った。 

平成 28 年４月に施行された障害者差別解消

法を受けて、「コミ

ュニケーションボ

ード」を作成した。

コミュニケーショ

ンボードにある文

字や絵などを指差

して、自分の意志を

めのツールである。

県内図書館・図書室

のカウンターに設

置して、広く活用で

きるよう 

相手に伝えることができるよう配慮した。 

 11月１日から加盟館の本館・分館・分室全て

のカウンターに設置した。 

 県内の読書推進を図るため、読書通帳・記録

ノート等の活用を進めており、平成 28 年度中

に全加盟館の未実施館も全て導入を実施した。 

 

 

●県内公共図書館の動向 

 岐阜市立中央図書館が開館１周年、高山市図

書館国府分館が５周年、しんせいほんの森・池

田町図書館・中山道みたけ館が 20 周年という

節目を迎え、それぞれ記念事業を行い多くの来

館者があった。５月、岐阜市立中央図書館が入

る複合施設「みんなの森 ぎふメディアコスモ

ス」が目標の年間来館者数 100万人を達成した。

飛騨市神岡図書館が６月に移転オープンし、閲

覧場所や通路が広くなり利用者から好評を得

ている。各務原市立中央図書館が 11 月に「マ

ーケット日和」を開催した。飛騨市図書館は、

映画のシーンに飛騨市古川町の風景がイメー

ジされていることから、館内に特設コーナーを

設置した。 
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ジされていることから、館内に特設コーナーを

設置した。 

 

●岐阜県図書館について 

平成 28 年１月 24 日に女優の紺野美沙子氏が

岐阜県図書館名誉館長に就任した。11 月３日に

は同氏による朗読会を実施し、ピアノの演奏と

ともに絵本を楽しめると好評を得た。 

平成 28年度は飛騨美濃合併 140周年にあたり、

７月に岐阜県博物館との共催による特別展示

「岐阜県誕生―清流の国ぎふの源流を訪ねて

―」、６月には、八百津町との共催による杉原千

畝講演会・展示を行った。 

年間を通して岐阜大学との共催による公開講

座を行うなど、他施設との連携が進んだ。 

12月には「ぎふ清流の国文庫」を新設し、「関

ケ原合戦」「杉原千畝」「航空宇宙産業」「郷土作

家」のテーマで郷土にかかわりの深い図書を集

めた。 

（岐阜県公共図書館協議会事務局） 

 

 

 

岐阜県大学図書館協議会活動報告 

 

 平成 28年度、岐阜県大学図書館協議会として

次の活動を行った。 

○運営委員会（７月 29日 岐阜大学） 

○総会（８月 31日 東海学院大学・東海学院大

学短期大学部） 

○講演会（８月 31日 東海学院大学・東海学院

大学短期大学部） 

 

 平成 28年度の総会は、当番大学の東海学院大

学・東海学院大学短期大学部を会場とし、会務

報告の後、以下の項目について協議した。 

（１） 平成 27年度決算（案）について 

（２） 平成 28年度予算（案）について 

（３） 研修会（講演会）（案）について 

（４） 情報交換 

 情報交換では、以下の取組等についてそれぞ

れ説明・紹介を行い、これらについて種々意

見交換を行った。 

・図書館におけるリスク管理・危機管理つい

て 

・障害者差別解消法への取組について 

 

総会終了後に、東海学院大学・東海学院大学

短期大学部と本協議会との共催で、東海学院大

学教授・図書館長・東海第一幼稚園園長のアン

ドリュー・デュアー先生による講演会「大学図

書館は地域に貢献します！」を開催した。 

同館長からは、公共図書館との役割の違い、

大学図書館の一般市民への開放、展示会の実施

など、保有する情報資源や人材の活用を通して

の地域貢献の必要性を、同大学図書館の多彩な

取組事例を交えてわかりやすい説明があり、講

演会参加者は興味深く話に聞き入った。 

その後、地域貢献の実例として，同図書館１

階にある「東海えほんの森」を見学した。ここ

は地域の乳幼児や保護者、近隣幼稚園や保育所

(園)の園児に｢絵本に親しむ場｣｢交流の場｣を提

供しており、絵本・大型絵本・紙芝居など約 1,800

冊が並び、保育の授業での使用や、ボランティ

アとしての絵本の読み聞かせなど、学生の｢保育

実践の場｣としても運用されていた。 

 本協議会は、大学図書館の振興のために、今

後も相互に連携を深める活動を積極的に取り組

んでいきたい。 

（岐阜県大学図書館協議会事務局） 

 

 



3 

 

岐阜県学校図書館協議会活動報告 

 

岐阜県学校図書館協議会では、下記のように

学校図書館の充実発展を図るための研究会や研

修会と、児童生徒の読書の振興を図るための各

種コンクールを行っている。 

 

●研究会、研修会 

（１）第１回研究会及び代表者会 

（５月 18日 ぎふメディアコスモス） 

 活動計画、予算、研究大会の計画などの協議

や連絡をすると共に、県教育委員会学校支援課

課長補佐・山田高秀先生より「岐阜県の学校図

書館の現状と課題」という題で講話をいただい

た。岐阜県のめざす基本理念と共に、昨年度の

図書館経営優良校の紹介もあり、具体的なポイ

ントを画像で確認しながら魅力ある学校図書館

について学ばせていただいた。県下各地区から

理事や代表者が集い、子どもの読書や図書館教

育の推進について共通理解を図ることができた。 

 

（２）夏季ゼミナール 

（８月 16日 ぎふメディアコスモス） 

 最初に、「学校連携室の役割」について、岐阜

市立中央図書館・児童室係長の岸田美生様より、

講話をしていただいた。岐阜市立図書館がリニ

ューアルする際に、学校を始めとする教育委機

関との連携を強化しようと歩み出している。活

動内容やその理念について具体的にお話をいた

だいた。図書館見学、「本のお宝帳」やこども司

書、職場体験など図書館に目を向ける活動が仕

組まれているという事が分かった。この講和の

後、館内を見学し、大人も子どもも１日ゆっく

りと過ごせる魅力的な場であるということが確

認できた。 

 

（３）第２回研究会及び代表者会 

（平成 29年２月 21日 岐阜県図書館） 

事業や各種コンクールの報告を行った。また、

昨年度学校図書館教育最優秀賞受賞校の中で、

笠松町立笠松小学校、各務原市立緑陽中学校の

２校に図書館教育の実践発表をしていただいた。

全職員一丸となっての取り組みが素晴らしかっ

た。 

 

●各種コンクール 

（１）図書館だよりコンクール（高等学校） 

（２）読書感想文コンクール（小学校・中学校・

高等学校） 

（３）読書感想画コンクール（小学校・中学校・

高等学校） 

（４）図書館利用記録コンクール（小学校・中

学校） 

 本年度は、読書感想文で文部科学大臣賞をい

ただけた児童もあり、一段とすばらしい作品が

集まった。 

岐阜県独自のコンクールである「図書館利用

記録コンクール」では、複数の図書資料やイン

ターネットを利用しての調べ学習の過程が綴ら

れ、まさにアクティブラーニングの結果ともい

える感動や発見のある作品が集まっている。今

後もこうした事業を通して、読書活動等がます

ます豊かに発展することを願っている。 

（岐阜県学校図書館協議会事務局） 
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平成28年度事業報告 

 

●図書館活動研究大会 

（11月８日 岐阜県図書館 42人参加） 

前半では、岐阜県図書館協会に加盟する県内

の各図書館協議会及び賛助会員から岐阜県議会

図書室のあわせて４団体の代表が、今年度の図

書館活動についてそれぞれ報告した。互いの図

書館で行っている活動の情報を共有することが

できた。 

後半は、「一冊入魂」「原点回帰」を掲げる出

版社「ミシマ社」の代表・三島邦弘氏を講師に、

「いまこの時代に本を出版するということ」と

題して、本を読者に届けるという出版の仕事に

かける講師の思いや出版の世界からみた本や図

書館に対する考えを語っていただいた。出版に

携わる方のお話を伺う機会はあまりないため、

同じ本を扱う図書館員として、非常に示唆に富

む内容だった。 

参加者からは、熱い想いで本を作っていらっ

しゃることがよく分かった、本と人とをつなぐ

ことの大切さや楽しさを改めて感じたなどの感

想が多く寄せられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学校図書館職員対象研修会 

（平成29年２月15日 岐阜県図書館 

26人参加） 

今年度初めての試みとして、学校図書館職員

を対象とした、現場で役立つ研修会を企画した。

今回は「本の修理講座（初級編）」として、田

中稔氏を講師に、実際の修理の仕方を実演して

もらいながら、受講生の質問に的確にアドバイ

スいただいた。 

受講生からは、本の構造を知ることで適切な

修理方法が分かった、明日から早速やってみた

いなどの感想があり、実務に役立つ有益な研修

となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●その他 

・資料発行 

「会報」（45号）     平成 29年３月 

・会 議 

理事会         ６月 30日（木） 

相互協力部会      ８月 23日（火） 

 

（岐阜県図書館協会事務局） 

 


